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令和６年度 地域リーダーの皆様との意見交換会開催実績

１．土山地域の会場における主な意見（まとめ）

（１）山内地域

・ 人口減少・高齢化により、区役員の負担感が重く、地縁・血縁があっても若い世代

に選ばれない。せっかく、若い世代が住んでくれても、現在、地域の役を担っている

シニア世代が活動できなくなったら、若い世代に負担が向かうことが懸念される。地

域の役を合理化して減らすなど、仕組みを改めていく必要がある。

・ 中山間地域は、草刈の範囲が広く、少ない人数で生活環境を維持することが年々困

難となってきている。また、買い物や通勤のためには地域の外に移動するコストがか

かることから、住み慣れた地域で今後も豊かに暮らすためには、このような課題を解

決していく必要がある。

・ 甲賀市には働く場所は沢山あるが、若者が働きたいと思える職場が少なく、自分の

子供も地域を出てしまった。多様な働く場所が必要。

（２）大野学区

・ 国道１号および新名神高速インターを有する立地ではあるが、学生や子育て世代に

とって足となる公共交通手段がバスのみであることから、移動手段に関する負担が大

きい。インターから近い立地を活かし、企業誘致等により地元の若い世代が働ける環

境整備も必要である。

・ 人口減少・高齢化により、区役員の負担感が重く、地縁・血縁があっても若い世代

に選ばれない。せっかく、若い世代が住んでくれても、現在、地域の役を担っている

シニア世代が活動できなくなったら、若い世代に負担が向かうことが懸念される。地

域の役を合理化して減らすなど、仕組みを改めていく必要がある。

・ 地縁の負担もあるが、地縁の良さもある。先祖の代から繋がって今があることを子

どもの学習に取り入れてはどうか。

（３）鮎河地域

・ 地域農業に関する将来計画を作っているが、担い手不足が極めて深刻なことが課題。

集落出身の若者は、地域外に出ていくことが多い。市内に住んでいる人もいるが、地

域外に住みながら農業の担い手となることはかなり難しい。

・ 若者は地域の外に出て行くこともできるが、現在、地域で暮らしている人はそのよ

うにはいかない。「出たもの勝ち」のような状況になっているが、自然や農地など、地

域資源を活かして現在住んでいる人が「住んでいて良かった」と思える地域にしたい。

・ 鮎河地域の人口は市内では少ない方だが、地域の面積は市内でもかなり広い。その

分、地域の山林や農地の維持管理にコストがかかる。高齢化により地域の維持が難し

くなってきており、このような地域の事情を反映して市の予算編成を進めてほしい。

別 紙
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・ 地域内には宿泊施設や観光スポットがあり、観光客が来ている。「行ってみたい」と

思う場所と「住みたい場所」は違うと思う。移動の自由があり、医療・介護サービス

が安心して受けられる状態でなければならない。

・ 高齢の人が「そんな将来のことは自分には関係ない」と言うことがあるが、次の世

代のためにも、今取り組まないといけない。

（４）土山学区

・ 若者や子育て世代に市にいてもらうことは重要。人口減少と高齢化が進み、若手が

少なくなり、地域の担い手が減少しているため、地域の維持が難しくなってきている。

・ 土山地域の歴史は古く、自治振興会でも歴史を活かしたまちづくりを進めている。

歴史ある街並みは空き家を活用した商売や移住につながる可能性がある。空き家と空

き家を活用する人をつなぐ仕組みづくりが必要。

・ 若い人が大学進学や就職のタイミングで出て行く中、数年前から、古民家がカフェ

や 1棟貸しの宿泊施設にリノベーションされることがあった。明るい話題ではあるが、

人口減少問題においては、大勢に影響はない。

・ 土山地域の人口減少は進んでいることは事実だが、市内には人口減少地域と人口増

加地域があり、甲賀市の将来性や可能性を踏まえ、市全体でバランスを取ることが重

要。

２．甲賀地域の会場における主な意見（まとめ）

（１）油日学区

・ 多くの自治区で、自治会費が高い、地域の付き合いや行事が多い、区役員等を担わ

なければならないことが地域に定住しない理由と認識しているものの、抜本的解決に

踏み切れない。

・ 地域の大半が市街化調整区域という立地条件であることから、子どもの分家住宅を

建てるにも農地転用等の法手続きに過分の時間を必要とすることも、地域定住を敬遠

する要因になっているとも考えられる。

・ 放置空き家が増加し、相続関係人も不明な宅地の対応に苦慮している。今後の空き

家が増加することが考えられるため、防災安全面でも市としての対策が必要。

（２）大原学区

・ 住宅地の開発による転入者や工場の人材不足による外国籍の住民が増加している一

方で、区・自治会に加入しない人が増えている。区・自治会を中心とした地域づくり

を進めてきたことから、ゴミ集積所の使用をはじめ、区・自治会に加入しない人への

対応が難しく、今後の区・自治会の存続についても不安がある。

・ 公共交通が不便なことや、地域内に商業施設が少ないことが人口流出の要因と考え

られる。

・ 放置された空き家の敷地内の草刈りや枝払いについては、地域住民が行っている
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が、今後、空き家が一層増加することが懸念されることから行政の対策や支援に期待

している。

（３）佐山学区

・ 河川愛護活動をはじめとして、地域の奉仕作業に出役者の高齢化が進んでいること

から、今後の継続に限界を感じている。地域の力で良好に管理されていた地域環境が

荒廃し、不法投棄の増加(特にトラックからのゴミ投棄)や防災、防犯面において課題

が発生することを懸念される。

・ 数十年前から獣害が問題となっており、自治振興会でも花火を配布して追い払い対

策を講じているが、抜本的解決には至らない。高齢化により、地域環境を維持するこ

とも困難な状況であり、獣害の自衛対策には限界があり、根本的解決が必要。

・ 地域外からの移住者があり、住民と良好な関係を築いていることから、移住者とと

もに地域課題を解決できれば、その手法を他の地域にも展開することが期待できる。

３．甲南地域の会場における主な意見（まとめ）

（１）甲南第一学区

・ 増加する高齢者への支援は必要だが、若い世代が子どもを育てやすい環境を作るこ

とは大変重要。高齢者が住みやすければ、若者も住みやすい地域であるはず。２０代

以下の若者が住み続けたいと思えるような施策に取り組み、小学校に通学している子

ども達がずっとこの地域に住み続けたいと思えるビジョンが必要。

・ 市内の移住者や転居者が仕事や実家を理由に移り住んでいることについては、よく

理解できる。就職や住宅購入などの大きなライフイベントがないと人の移動は起きな

い。行政の取り組みが無駄とは言わないが、多少の補助金などは人口減少対策として

は効果が低い。宅地造成や企業誘致など、環境を変えることのほうが大事。暮らしや

すさそのものに効果が及ぶ取り組みが必要。

・ 自治会に若い人が加入しないのは、自治会の存在価値が理解できないからと聞き及

ぶことがある。自治会をサポートしてくれる人の高齢化が進んでおり、地域の担い手

は年々減少していることから、防災など、必要な取り組みについて若い世代の住民に

理解を求める必要がある。

（２）甲南第二学区

・ 地域の子どもたちは大学進学を機に地元を離れて戻ってこない場合が多い。甲賀市

はインターが近く、名古屋・大阪方面への交通の便が良いが、企業誘致しても、工場

中心で事務機能・本社機能を持つ企業が少ないことから、ＪＲ草津線で大阪に通勤で

きる環境がなければ、若者が地域に戻り、生活することは難しい。

・ 人口減少・高齢化により、地域の草刈りが限界に近い状態にある。高齢者が河川敷

等の斜面を草刈りして事故等が発生しないか心配。今後、１０年を見据えた対応を考

えておく必要がある。
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・ 区・自治会活動の担い手が不足している。区・自治会役員の負担を減らすため、行

政からの通知や書類の提出等が簡略化・一本化できるよう見直しが必要。

（３）甲南第三学区

・ 田舎の伝統・価値観や、草刈等の地域活動が地域の若者離れの要因となっている。

地域の従来からの考え方や価値観を根本的に変え、若い人にとって住みやすい地域を

つくる必要がある。

・ 地域の歴史や文化を継承するため、現在、地域に住んでいる人を大切にし、地域住

民が地域の魅力を知り、語り継いでいくことが大切。

・ 河川愛護活動をはじめ、地域の奉仕作業に出役する方の高齢化が進んでいる。補助

金を含め対応を考えてほしい。

・ 高齢化が進む中、災害時の避難場所についても、高齢者でも歩ける範囲内の避難所

の施設がないと安心して避難誘導ができない。また、空き巣や車上荒らしなどが起こ

っており、防犯カメラや、外灯など防災・防犯の対策が必要であり、更に取り組みを

進める必要がある。

・ 農地の土地利用について、農地法等の規制があり自由にできない。

（４）甲南中部学区

・ 中部学区の中でも、６つの区それぞれが異なる課題を抱えており、知恵を出し合っ

て、地域を改善するための活動に取り組んでいる。

・ 野尻については、市街化調整区域であるものの、専用住宅に限り建築ができるよう

になったが、ほとんど人口増がない。人口減少が加速していることから、法規制につ

いては、目一杯の緩和をして、住めない地域をなくすということが重要。

・ 人口減少は国全体の課題であるが、自治体間で競うような「教育ＮＯ．１」や「選

ばれるまち」などの考え方は、いかがなものか。転入超過を目指すのではなく、今住

んでいる人が安心して暮らせるまちを目指せばよいだけではないのか。

・ 小学校の再編等が検討されていると思うが、お金をかけないという考え方ではなく、

今の小学生の小学校時代は今しかないので、平等にお金をかけて十分な教育環境を整

えるという考え方で進めてほしい。

・ 職員の対応は昔と比べるとよくなっているが、選ばれるまちの条件の一つであると

思う。

（５）希望ケ丘学区

・ 市の例規には、自治振興会と区、自治会が入り乱れている。１０年前は、住民自治

の活動を自治振興会を軸に進めるという話もあった。区長連絡会もなくせないか検討

している。また、コミュニティスクールの運営を進めているが、中学校区域のコミュ

ニティスクールでは、希望ケ丘学区で完結しないので、区、自治会、自治振興会、ど

の組織が主体となるかで混乱している。自治活動をスムーズに進めるためにも、自治

振興会と区、自治会の整理を早急にしていただきたい。
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・ 例規上では、広報紙や議会だよりは、基本的には無料で各世帯に配布すると書かれ

ているが、現在の配布方法である新聞折込では、実質的に有料である。自治振興会に

おいて、区・自治会を通じて配布する方法もあるが、加入されていない地域には行き

届かない。デジタル化もしているとのことだが、デジタルを扱えない高齢者が多い中、

紙媒体での配布も重要である。

・ 自治会に加入されていない他区在住の方が、ゴミステーションを使わせてもらえな

いので、衛生センターまでごみを捨てに来られているとのことだった。ゴミステーシ

ョンも１つのインフラとして、市で改善策を検討してほしい。

・ ＰＴＡが根強く残っている地域では、区と連動している場合ある。例えば、ＰＴＡ

をやめると、区もやめることになり、結果的にゴミが捨てられなくなるという事象が

起きてしまう。ＰＴＡと区を分けて考える必要がある。

４．信楽地域の会場における主な意見（まとめ）

（１）雲井学区

・ 人口減少の大きな一因は、交通の利便性である。“アクセスが良い”と謳われて

いるが、特に信楽地域は他の町と比べ、利便性が悪く、取り残されたような感覚があ

る。あわせて、農協やガソリンスタンド、コンビニなど生活に不可欠な施設が撤退し

ており、交通手段の選択肢の少なさも相まって、高齢者は大変不便している。

・ 危険運転が問題になっている。特にゴルフ客の運転は荒く、過去に２件ほど事故

があり、ゴルフ場へ顧客のモラル改善に努めてほしいと長年要請しているが、一向に

改善されない。また、黄瀬交流館さららに面した道路は、国道３０７号線と県道とを

つないでいるので、ダム工事に伴い、トラックの交通量が増加している。トラック同

士の追い越し合いが多くみられるので、追い越し禁止にできないか。旧道において

も、通勤時間には、通り抜けをする車が多い。

・ 人口減少、高齢化が進む中で、除草作業の負担感は年々増している。また、交通量

の増加に伴い、道路沿いの除草箇所は危険である。従来からの惰性で実施している側

面もあると思うので、時代に合わせて、琵琶湖一斉清掃の意義や小学校区単位での方

針などを再考する必要があると思う。

（２）多羅尾学区

・ 人口減少に伴い、人手が不足しており、役員が疲弊している。除草作業をはじめと

した地域活動、行事がうまく機能しておらず、担い手をどのように確保していくかが

課題である。

・ 川の除草作業について、放置していると、草の高さが背丈ほどになるので、年１回

は実施しないといけない。例年直営で実施しているところを、今年度は部分的に外注

したが、それでも大変だった。何年間に１回でもよいので、外注できる体制づくりを

お願いしたい。
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（３）小原学区

・ 人口減少という根本的な問題に加え、若い人の自治会離れも相まって、自治活動は

先細っていくと思う。担い手が減少するなかで、市でいろいろ組織を作っていただく

が、一人３～４役兼ねている状況なので、地域の負担をもう少し考慮いただきたい。

消防団の人材不足も深刻。

・ 他地域と異なり、信楽地域には、工業団地がないために、働く場所がない。工業団

地においても、外国人材に適用した職はあるが、大学で教養を身に着けた日本人に適

用した（好む）職がないことが課題。また、地域の魅力向上にもつながるので、起業

支援も充実させるべき。就業に関する支援を充実させるとともに、市外の若者に情報

発信をするなど、Ｕターンしてもらうための施策を、導線で考えることが重要。

・ 高校進学の際に、貴生川を経由しなければいけない高校が多いという点は、信楽に

生まれたこどもにとってとても不利。高専誘致の話もあったが、市内で就学する場所

があるということは、若者転出を阻止する有効な手段だと思う。

・ 各地域の要望を一つでも多くかなえられる体制を整えるためにも、まずは経費削減

に注力しいただきたい。例えば、議員定数の削減などの議会の経費削減は着手しやす

く、削減効果も大きいと思う。１０月に補欠選挙も行われるが、任期残りが１年もな

いタイミングで補欠選挙をやる必要性があるのか。また、県や市からＬＩＮＥを通じ

てさまざま情報が流れてくるが、不必要なものばかりで、時間の使い方にも疑問を感

じる。

・ 小学校の統廃合について、１学年６０人もいない状況で、５つも小学校は要らない

と思う。令和９年度の信楽小学校が新設される際が、統廃合の時期と地元は感じてい

るが、反対する人が大勢いると思う。納得のできる理由や統廃合後の校舎の維持管理

などをまとめて早く提示するべき。

（４）朝宮学区

・ 自然豊かなところは良いが、「住む」地域ではなく、「遊びに来る」地域だと思う。

最近の若者は、狭い空間でも生活できるように、モノをストックしない傾向にあるの

で、１キロ圏内に一通りの商業施設がそろっていることが居住する条件では。もし、

住んでもらったとしても、地域の担い手は１人で２役以上を担っているような状況で

あり、住民の自治活動の負担が大きすぎると思う。

・ 市役所の水口の本庁舎を中心に考えたときに、最も僻地になる地域の一つであり、

区の業務（市への報告や申請など）の負担が大きい。少しでも負担軽減をするために、

朝宮コミセン→信楽センター本庁→庁内便は残してほしい。

（５）信楽学区

・ 信楽の文教ゾーンは、信楽地域の歴史や文化的背景からも、特徴的な地域。例えば、

信楽小学校は小中一貫教育や英語に力を入れるといった特色を出す必要がある。小学

校は、中学校やこども園とどういう連携をとるのかを打ち出していくべき。また、信

楽高校との連携も重要。特色ある教育が提供できる環境により、人口減少対策になれ
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ば。

・ 区長、副区長という責任は重く、寝られないくらいのプレッシャーを感じることも

ある。災害時などは特に、区長に対する地域からのプレッシャーは大きい。かなりの

時間が拘束されるのに報酬も少ない。区長の役割そのものを見直せないか。

５．水口地域の会場における主な意見（まとめ）

（１）岩上学区

・ 若者・子育て世代が転入する取り組みは必要。若い人が結婚しないことや地域の外

に出ていくことについて手を打っていく必要がある。特に、若い女性が少ないことは

課題であり、働く場所の選択肢を増やしたり、地域のつきあいを減らすなど、若い人

が住みやすい地域としていくことが重要。

・ 地価が安く、市の中心地や工業団地から近い場所は、住宅地の需要は旺盛であり、

若い人が比較的多く住んでいる。水口の中心街や貴生川駅周辺などの発展が今後も見

込め、これらの地域へのアクセスが不便にならなければ、引き続き若い世代に住んで

もらえるはず。

・ 貴生川駅前が暗く、発展していないことを懸念している。市の玄関口としてもう少

し発展すればと思う。また、市を発展させるには、貴生川駅と水口中心地との街並み

が非連続で分断していることが課題。商業施設が集中している国道 1号沿線や市役所

周辺のなど、発展してきている地域はあるので、今後も強みを伸ばし、若い人に住み

やすいまちづくりを進める必要がある。

（２）伴谷・伴谷東学区

・ 過去から、伴谷地域では周辺の工業団地に勤務する人が流入することで発展してき

た。甲賀市は地理的条件から、企業立地に適しており、地価にも競争優位性があるこ

とから、企業誘致や大型商業施設の誘致を進めることが重要。

・ 地域には独身男性が多く、婚活支援が必要だと思う。婚活のほか、若者向けのコミ

ュニティを増やしていく取り組みも必要。人口減少対策は補助金などの支援策だけで

はうまくまわらない。

・ 市は同じような事業を毎年実施しており、自治会も協力しているが、高齢化や地域

の担い手の減少から、本当に必要な事業かどうか精査する時期が来ている。また、地

域での課題解決力を高めるため、自治振興交付金制度をより公平で効果的な制度とす

るほか、地域で活躍できる行動力のある人材の確保を進める必要がある。

・ 伴谷地域では外国人の地域住民が増加しており、区・自治会においても地域のルー

ルを外国人住民と共有するなどの取り組みを進めている。市においてどのような多文

化共生の取り組みを進めているのか地域にも見えるようにしてほしい。

（３）綾野学区

・ 甲賀市は立地条件が良く、災害も少なく、自然に恵まれ、水も良い。非常に条件の
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良いところだということは、市外から移り住んだ人も実感している。また、製造業が

盛んで経済的にも豊かな地域であり、これらの強みを更に活かす取り組みが必要。

・ 田舎のいろいろな行事やつきあいが大変であり、若い世代はほとんど地域の外に出

てしまっている。親が健在な間は葬儀などもできるが、親がいなくなったら、寺や神

社のつきあいはできないとう人がほとんどであり、実家に跡継ぎがいるという世帯は

数えるくらいになってしまった。なるべく、地域行事を簡素化するため努力している

が、何人かの意見でうまく前に進んでいかないというのが田舎の現状。また、外国人

区民の増加もあり、地域の付き合いや情報伝達の方法、区・自治会の在り方など、改

めて考える必要がある。

・ 市の取り組みが市民に伝わらない。広報紙 など、紙媒体のものは、区役員や高齢

者など、一定の層しか見ないと思う。若い人が興味を持って市の情報に触れらえれる

よう、若い人の行動様式に合った新たな媒体でアピールすべき。

（４）貴生川学区

・ 貴生川学区内でも杣川を挟んで、北側か南側かで人口動態に格差があることから、

貴生川駅周辺特区構想などに地域の意見をきめ細やかに反映してほしい。特に、貴生

川駅周辺の利活用ついては、若者、高齢者など、様々な人々が集まり、にぎわいが生

まれるような機能を創出するため、引き続き地域との連携を密にして進めてほしい。

・ 広報力の強化が必要。若者世代は新聞を取っていない方が多いので、広報紙が届か

ない。情報が溢れており、自分から情報を取りにいかなければ、必要な情報にアクセ

スしづらい。公式 LINE など、市民生活に溶け込んだインフラを活用し、市民に必要な

情報が入ってくるように工夫や改善をする必要がある。

・ 人口減少対策として、結婚支援は非常に重要。結婚しない若者が増加しており、自

分の子どもに結婚したいか聞いても、周囲の離婚している親を見ていて、大変そうだ

から結婚したいと思わないと答える。若者が結婚し、地域で子どもを産み育てたいと

思えるよう、機運の醸成や経済的な支援のほか、周囲からの出産へのプレッシャーへ

のケアなど、きめ細やかな対策が必要。

（５）水口学区

・ 子育て支援や高齢者福祉などの市の取り組みについて、市民が知らないことが多い。

市民が情報を受け取る媒体や必要とする情報は様々であり、情報の受け手に応じた効

果的な情報発信を進める必要がある。

・ 「職員のフットワークは重く、要望や相談に対し『できる』『できない』『時間が必

要』といったリアクションが返ってこない。」といった声がある一方、「とても誠実に

対応しており、早いものだと翌日に対応されたものもあるし、経過を聞きながら数か

月後に対応されたものもある」といった声もある。市の職員の対応力については、地

域において賛否があるが、地域とのコミュニケーションを大切にしつつ、合併２０年

の節目を迎え、時代や地域の実情に合わせて市の業務を整理・効率化する必要がある。

・ 歴史と文化がある従来からの人口が集まっている地域であり、比較的若い人口も、
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近年は、若者の地域離れや地域住民の高齢化により、曳山などの地域文化の存続や地

域活動の担い手が不足している状況にある。地域内には公共施設や民間施設の廃止や

移転により、空洞化した土地があり、これらの土地を有効活用するため、地域と丁寧

な議論を進め、若者が集まる賑わいのある地域への再生を進めたい。

（６）柏木学区

・ 甲賀市は、関西圏の都市部とのアクセスの良さに目が向きがちだが、新名神供用後

は、中部圏の都市部とのアクセスが良くなった。このような強みを活かし、中長期的

な視点で投資する大きなプロジェクトが必要だと思う。

・ 人を呼び込むには、文化的な施設が必要。図書館によく通っているが、旧町ででき

た図書館は、それぞれ良い建物だが、水口は狭く、使い勝手が悪い。公共施設は単独

でやるのではなく、図書館と公民館をセットで整備するなど、効果的な整備を進める

べき。

・ 人口減少や高齢化に起因して、地域の担い手が減少しているほか、社会的孤立など、

様々な課題も生じていることから、若者が地域に定住する取り組みが必要。甲賀市は、

田舎でありながら都市の利便性も享受できる地域であり、若者の流出対策のためにも、

都市機能の充実を図るほか、結婚支援や就職氷河期世代の人への支援、外国人市民と

の共生などを進めていく必要がある。


